
令和４年度岡山市地域協働フォーラム

全国で少子高齢化が進行している現在、地域の外に拠点を置く企業やＮＰＯが「買い物」や「移動」などの
生活基盤の維持に関わる事例が生まれています。
担い手不足に悩む地域と社会貢献の機会を求める企業等の関係は今後どのように変化していくのでしょうか。
住み慣れた地域で暮らし続けるための「地域」と「よそ者」との協働について、様々な視点から考えます。

２０２２年１１月３日（木・祝） １３：３０～１６：３０

建部町文化センター 小ホール （岡山市北区建部町建部上８９９）

■参加費：無料
■定員：３０名（先着順）
■主催：岡山市/ＥＳＤ・市民協働推進センター
■お申し込み・お問い合わせ先：
ＥＳＤ・市民協働推進センター
ＴＥＬ：０８６-８０３-１０６２
ＦＡＸ：０８６-８０３-１８７２
Ｅ-mail：esd-smc@googlegroups.com 

■お申し込み方法：
①お名前
②ご所属またはご職業
③ＴＥＬ
④Ｅ-ｍａｉｌ
をお申し込み先までお知らせいただくか、
右のコード（お申し込みフォーム）より
お申し込みください。

※株式会社良品計画による笠岡市での移動販売の様子。（当日はバスは来ません）



プログラム ※各プログラムの時間は目安です。当日の状況により前後いたしますので、あらかじめご了承ください。

１３：３０ 開会

１３：３５ 基調講演「企業の地域貢献活動が地域を強くする」
講師：深谷信介氏
内容：地域住民が企業等の「よそ者」と一緒に暮らしやすい地域にしていくこと＝緩やかに

外部とつながることは生活を楽しくする方法であることを学びます。

１３：５５ 事例紹介
発表者：内山 瑞菜氏
内容：買い物支援等の事例から良品計画が考える地域貢献の意義等を紹介します。

１４：４０ 活動紹介①
発表者：安藤 和哉氏
内容：笠岡市社会福祉協議会と良品計画の協働事例等を紹介します。

１５：００ 活動紹介②
発表者：土井 基子氏
内容：中山間・周辺地域における岡山市社会福祉協議会の取組を紹介します。

１５：１０ グループディスカッション
内容：グループに分かれて学び、気づきや登壇者へ聞きたいこと等を共有します。

１５：５０ トークセッション
内容：登壇者全員で自由な協議を行っていただきます。

１６：３０ 閉会

登壇者紹介

写真

メーカー・シンクタンク・外資系
エージェンシー・広告会社などを
経て現職・多業家。「置かれた場
所ですべてやる。」をモットーに、
”Ｂｅｙｏｎｄ ｍａｒｋｅｔｉｎｇ”を掲げ、
考えるから拵えるまで、シームレ
スなリベラルアーツ的実践研究を
多拠点で行う。

写真

２０１６年入社。神奈川エリア「無
印良品 サントムーン柿田川」に配
属され、神奈川県内で４店舗経験
後、２０２１年９月に店長として「無
印良品 LICOPA鶴見」の新店立ち
上げを行う。２０２２年９月より「無
印良品 ゆめタウン福山」に着任。

深谷 信介 氏
ノートルダム清心女子大学 人間生活学部 人間生活学科 教授

名古屋大学 未来社会創造機構 特任教授

内山 瑞菜 氏
無印良品ゆめタウン福山

店長

写真

大学を卒業後、学校講師を経て
笠岡市社会福祉協議会へ。サロ
ン活動の立ち上げや福祉委員の
設置などに取り組む。包括支援セ
ンターでは介護予防事業等の全
般的な業務を担当し、３年前より
現在の部署でコロナ禍での地域
福祉活動推進に取り組んでいる。

写真

２００９年、岡山市社会福祉協議
会に入職。
現在は、岡山市支え合い推進員
（第１層生活支援コーディネー
ター）として、主に岡山市北区北
福祉区での「支え合い・助け合い
活動」の推進を行っている。

安藤 和哉 氏
社会福祉法人笠岡市社会福祉協議会

地域福祉係長

土井 基子 氏
社会福祉法人岡山市社会福祉協議会

北区北事務所 主査


